
評価しても
らいたい点
①あり方
②課題

① 東京オリンピック・パラリンピックの開催により増加が見込まれる観光客が、駅前や観光地のトイレ施設を快適に利
用できるよう、おもてなしの視点で施設を改修し、快適性を向上させる。
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単位あたり区単コスト（a/ｇ）

単位の定義

単位あたりコスト（ｆ/ｇ）

実績数値（g）

項目

円

所管課
評価による
方向性

拡充

・自動水栓の設置、和式便器を洋式に取り替えるなど設備の改善
・照明のLED化、内外装のリニューアルを進め、明るいイメージ作り
・だれでもトイレや多目的シートの設置といったバリアフリー機能の充実
・必要性の高い施設から、設備を拡充していく
・点検や清掃を適切に実施し、清潔を保つ

円

概要

・公衆便所は、 飾区公衆便所設置及び管理条例に定められており、区内には９つの公衆便所が設置されている。
　そのうち、８つが道路補修課の所管であり、本事業の対象である。
・だれでもトイレが備え付けられていない公衆便所もある。
・だれでもトイレ以外は和式便所が中心となっている。
・設置されてから時間が経っているものが多く、バリアフリーの考え方に対応していないものがある。
・いたずらが原因と思われる苦情が増加傾向にあり、管理方法に課題がある。

・公衆便所の清掃・管理は、専門業者に委託している。
・新小岩駅前、亀有駅北口、金町駅南口の各公衆便所については、１日２回のトイレ清掃を実施している。
・その他の公衆便所は１日１回を基本としているが、水元、柴又については、土、日、祝日等は２回の清掃を実施している。
１回当たりの清掃時間は、概ね30分程度である。
・窓ガラス清掃等は年２回実施している。

活動内容

件
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25年度 26年度

都市整備部

道路補修課

目標・
実績

実績情報

基本情報

事業の目的 清潔で、明るく、誰もが快適に利用できるようにする。

実績

コスト内訳（決算）

実績の
評価・
分析

苦情件数は年々微増傾向にある。苦情の大部分は、詰まりや機器破損など、いたずらが原因と思われるものである。
公衆便所は誰もがいつでも利用できるという利点がある反面、いたずらをされやすいという側面もあり、管理面において大きな課題
となっている。
また、減少してきているとはいえ、トイレットペーパー切れや照明不点などの苦情もあることから、日常点検もより適切に行っていく必
要がある。

0
0

実績

区分

機器破損・詰まりなど

蛍光灯・ラバーカップなど

公衆便所清掃業務委託

27年度

目
標

28年度
目標 0 0

指標の根拠

目標

千円

職員人件費（c）

10
6,320

千円

千円

千円

千円

修繕料 千円 649 1,738

千円

手数料 千円 32,738 33,837

消耗品費 千円 17 17

千円 柴又公衆電話設置料・郵便ポスト設置料等

千円 36,992 38,998

光熱水費 千円 3,588 3,406 水道・電気料金

36 36

一般財源（a） 千円 43,276 45,282

その他

218

区分

間接費（d） 千円

直接事業費（b）
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入
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定
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国庫支出金

コストの主な内訳

事業名 公衆便所維持管理
担当部
担当課

指標の根拠

項目 単位

都道府県支出金

25年度 26年度 27年度

目標 218
㎡

単位

目標 4,622 4,122

218 218

実績 218 218 218

平成28年度　行政評価委員会評価表

4,056
4,047

実績 4,622 4,122 4,056

28年度
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目標

実績

目
標

実績

千円

千円

方向性

目標・
実績

成果指標

活動指標

指標

利用者等からの苦情処理
件数

指標

退職給与引当

4,492

千円

27年度
千円

6,320 6,320

0.80

6,320

千円

千円

減価償却費
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業
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0
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件
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公衆便所の清掃す
べき延べ床面積
公衆便所の年間清
掃延べ回数

千円

人件費
千円

人

（控）コスト対象外

トータルコスト（f）

再雇用職員
千円

人

調整額（e）

0

0.00

0

4,852

0.80

160

4,332 4,332

520

千円 47,804 50,170

・コストの増減に関しては、ほぼ横ばいと言える。

218 218

198,514 207,716

219,284 230,138

26年度 27年度

1101 交通渋滞の解消と道路の適正な維持管理により、道路を安全かつ快適に通行できるようにします
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管内公衆便所等施設一覧

小 和式 洋式 和式 洋式 設置 多目的シート

新小岩南口公衆便所 昭和62年 ３ ２ ― ２ ― ○ × × 蛍光灯

新小岩東北公衆便所 平成22年 ３ １ ― １ １ ○ ○ ○ 一部ＬＥＤ

亀有駅北口公衆便所 平成6年 ３ １ ― ３ ― ○ × ○ 蛍光灯

金町駅南口公衆便所 平成13年 ３ １ ― ２ １ ○ × ○ 蛍光灯

柴又公衆便所 平成元年 ５ １ 1 ２ １ ○ × × 蛍光灯

四つ木四丁目公衆便所 平成4年 ２ １ ― ２ ― ○ × × 蛍光灯

立石五丁目公衆便所 平成6年 2 １ ― ２ ― ○ × × 蛍光灯

水元公衆便所 平成元年 ２ １ ― １ ― × × × 蛍光灯

照明名称 設置時期
男子 女子

自動水栓
誰でもトイレ
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亀有駅北口公衆便所 資料３







苦情件数・原因

平成 25 年度：10 件 

新小岩南口 1 件：扉故障（7月） 

新小岩東北 2 件：悪臭（7月）、水漏れ（8月） 

亀有駅北口 1 件：汚れ（12 月） 

金町駅南口 1 件：詰まり（1月） 

柴又 3 件：水漏れ（5月）、詰まり（12 月）、機器故障（1月） 

水元 2 件：水漏れ（5月）、（8月） 

平成 26 年度：20 件 

新小岩南口 6 件：機器破損（4月）、照明不点（5月）、詰まり（10 月）、 

扉故障（10 月）、鍵故障（2月）、汚れ（3月） 

新小岩東北 1 件：水が出ない（8月） 

亀有駅北口 3 件：詰まり（6月）、たてこもり（7月）、水が出ない（8月） 

金町駅南口 5 件：扉破損（5月）、機器故障（7月）、扉故障（8月）、 

   詰まり（12 月）、照明不点（3月） 

柴又 2 件：詰まり（3月）２回 

立石 3 件：詰まり（4 月）、タイル破損（7 月）、ペーパーがない（3

月） 

平成 27 年度：24 件 

新小岩南口 1 件：詰まり（8月） 

新小岩東北 2 件：鍵故障（4月）、（1月） 

亀有駅北口 5 件：機器破損（6月）、扉破損（10 月）、扉故障（11 月） 

   扉故障（1月）、機器故障（2月） 

金町駅南口 4 件：機器破損（9月）、扉故障（11 月）、機器破損（12 月）、 

   詰まり（1月） 

柴又 7 件：詰まり（5 月）２回、機器破損（7 月）、ゴミ片づけ（11

月）、 

   機器破損（12 月）、鍵故障（1月）、詰まり（1月） 

四つ木四丁目 2 件：ホームレスがいる（4月）、詰まり（10 月） 

立石 1 件：ペーパーがない（4月） 

水元 2 件：水漏れ（11 月）、照明不点（2月） 
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単位[K ]
公衆便所 H25 H26 H27 合計
 亀有駅北口公衆便所 948 988 730 2,666
 金町駅南口公衆便所 1,565 1,558 1,399 4,522
 柴又公衆便所 3,146 3,312 3,147 9,605
 立石五丁目公衆便所 708 662 711 2,081
 水元公衆便所 625 716 804 2,145
 四つ木四丁目公衆便所 414 540 421 1,375
 新小岩駅前公衆便所 936 908 832 2,676
新小岩東北公衆便所 1,478 1,458 1,442 4,378
合計 9,820 10,142 9,486 29,448

数量 単価(円) 合計金額(円)
自動水栓 18 80,000 1,440,000
洋式トイレ 8 370,000 2,960,000
多目的シート 7 370,000 2,590,000
LED化 82 40,000 3,280,000

10,270,000

水道使用量(年度別)

機能向上のためにかかる想定金額

水道使用量及び機能向上のためにかかる想定金額
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